
■指定管理者概要

■指定管理者による自己評価

■市（所管課）の総合評価

[評価：◎非常に良い、○良い、△やや悪い、×悪い、―評価不能]

■管理運営状況に係る個別評価

 １ 管理状況

令和７年度　指定管理者年度総合評価表

（令和７年４月～令和８年３月実施分）

作 成 日 令和8年6月5日

施 設 名 八戸市鳩田農業研修センター

所 在 地 八戸市南郷大字大森字鳩田向21番地171

施 設 概 要
設置目的：地域の連携により、計画転作、栽培技術の高位平準化等を総合的に推進する。
施設規模：敷地面積　2,744.99㎡　延床面積　460.98㎡　木造平屋建

指 定 管 理 者

名 称 鳩田農業研修センター管理運営委員会

（1）施設の利用に関する業務
（2）施設、設備等の維持管理に関する業務
（3）その他市長が必要と認める業務

代 表 者 久保　信市

所 在 地

市 所 管 課
（問合せ先）

農林水産部　畜産林政課　畜産林政グループ

電　話 0178-43-9254（直通）

e-mail norin@city.hachinohe.aomori.jp

八戸市南郷大字大森字狐久保21番地4

指 定 期 間 令和６年４月１日 ～ 令和11年３月31日

指 定 管 理 者
の 業 務

法令の遵守 ○ 関係法令を遵守していると認められた。

施設利用の要望に合わせて開館し、地域住民が利用しやすいよう努
めていた。

適正な人員配置 ○ 人員及び資格者を適正に配置していた。

指摘事項 特になし

指標 評価 評価に対する説明

開館時間、休館日の運用 ◎

評　価
館内清掃、施設周辺の草刈り及び除雪等の施設の維持管理に努めた。
また、休館日を設けず、開館時間を延長し、地域住民が使いやすいように施設の運営を行った。

今後の目標
地域住民が気軽に利用できるよう、開かれた施設運営を行う。
「公の施設」であることを念頭に置き、指定避難所に指定されている施設として、維持管理を徹
底する。利用者が増えるよう努める。

評　価
施設の設置目的を踏まえ関連法令を遵守し、適切に運営業務を行っていた。また、設備等の点検
を随時実施し、定期的な清掃や草刈り等の維持管理を徹底し地域住民一体となった施設運営に努
めていた。

従事者の労働環境確保 ― 地域住民による管理のため対象外
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 ２ 運営状況

利用料金の取扱い ○ 減免手続が適切に行われていた。

障がい者の雇用状況 ― 地域住民による管理のため対象外

協働のまちづくりへの協力 ― 地域住民による管理のため対象外

従事者の教育・研修 ― 地域住民による管理のため対象外

緊急事態への対応 ○ 事故、災害等の緊急事態への対応（準備）が十分にできていた。

文書の管理保存 ○
文書取扱規程が整備され、作成、受領した文書が適切に管理されて
いた。

報告書等の提出 ○ 事業計画、事業報告書、その他の報告等が適切に提出されていた。

施設、設備の保守管理 ○ 施設、設備の保守管理（点検や修繕等）が適切に行われていた。

口座管理、経理の区分 ○
指定管理業務に関する収支は専用口座で管理し、経理区分も整理
されていた。

通帳、印鑑の管理 ○ 通帳と印鑑の管理が適切であった。

管理物件に対する損害
賠償、第三者への賠償

― 事例なし

指定管理開始前における準備 ―
今期（令和６～10年度）において継続して指定管理者の指定を受け
ているため、対応なし。

管理終了後における引継ぎ ―
今期（令和６～10年度）において継続して指定管理者の指定を受け
ているため、引継ぎなし。

重要事項の変更の届出 ○ 届出の必要な事例なし

施設の使用許可及び条件 ○
施設の使用許可が施設設置条例に基づき適切に行われていた。（使
用制限、使用条件の変更、入館拒否はなかった。）

指標 評価 評価に対する説明

利用状況 ―

指定管理者の適切な運営によって地域住民のコミュニティ施設として利
用され、利用者数が前年度を上回った。
　６年度　99人　　７年度　290人（前年度比 292％）
※地域住民や特定の利用者を対象とした施設であることから評価の対象
外。

備品の管理 ○ 備品の管理（点検や修繕等）が適切に行われていた。

清掃業務、警備業務、
その他必要な管理業務 ○ 清掃業務等の必要な管理業務が適切に行われていた。
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 ３ 収支状況

（単位：円）

 ４ 運営に係る体制整備等の状況

指標 評価 評価に対する説明

指定管理業務の収支状況

0 0

苦情・要望等の受付体制 ○ 苦情・要望等があれば、速やかに対応する体制になっていた。

R6 R7 R8 R9 R10 計

収
支

評価に対する説明

指定期間

指標 評価

465

収支計画を達成し、黒字であったが、修繕料の項目でみると赤字で
の繰り越しとなったため、次年度以降で調整を要する。

利用者満足度の把握 ○ 利用者の声を直に聞ける環境であった。

施設概要(利用方法)の周知 ○
地域住民のためのコミュニティ施設として、適切に利用方法を周知
していた。

計画 0

実績 598,561 869,181 1,467,742

― 苦情・要望等はなかった。

障がい者への配慮 ○ 障がい者が不便なく施設を利用できるように対応していた。

情報公開 ○ 情報公開の規定が整備され、遵守されていた。(運用実績なし)

秘密保持義務 ○

個人情報保護の規定が整備され、遵守されていた。(運用実績なし)

環境への配慮 ○
環境に配慮した、物品購入、省エネルギーへの取組、リサイクルの
推進等が適切に行われていた。

個人情報の保護 ○

苦情・要望等への対応

秘密保持義務が守られ、適切に対応されていた。

収
入
①

利 用 料 金 50,000 40,770 46,810

指 定 管 理 料 871,000 871,000 871,000

修 繕 料 繰 越 金 27,800 0

前 年 度 繰 越 金 100,000 598,561 601,383

雑 収 入 30,000 21,966

0

計 1,051,000 688,216 893,297

項目 収支計画 収支実績 前年度実績

次年度修繕料繰越金③ 0 2,700 27,800

収入-支出(①-②-③) 0 869,181 598,561

計 1,051,000 1,560,097 1,519,658

支
出
②

人 件 費 0 0 0

維 持 管 理 経 費 920,000 688,216 893,297

事業費・一般事務費 131,000 0
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■他の事業評価実施状況

 １ セルフモニタリング

 ２ 定期モニタリング

 ３ 随時モニタリング

※GL：グループリーダー

自主点検状況
実施状況

「強度な地震」後は再点検を行った。また、冬季の水道凍結防止を徹底して行った。

定期報告状況
実施状況

年間事業報告書が遅滞なく提出され、内容も適切であった。

実地調査状況

実施回数 実施日 実施者 実施内容

５回

9月4日 担当 設備確認

実施結果

・物置照明の修繕を行った
・地震等による被害が特になかった。

12月9日 GL、担当 地震（震度６強）発生による施設の被害状況を確認

12月3日

9月22日 担当 設備確認

担当 設備確認

11月25日 GL、担当 基本方針に基づく実地調査


